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冷凍食品についても、国内加工原料としての半加工品から、最終製品まで大   












  料から消費まで管理すること）が有効な手法であるとして、いち早く導入が 
  進められて来た。ロットの流通履歴を厳密に管理することで事故後の回収や 
  出荷止めによる事故の拡大防止措置や、事後の原因調査などの対応を迅速、 
的確かつ経済合理性を持って進めることが可能となる。 
冷凍食品の安全には、使用者の取扱の誤解による事故を除けば、商品の微 










よる評価及び GMP の考察を行う。 
さらに、タイ国の現地企業への SQE 査察のマネジメント導入を推進するこ
とにより、タイ国からの安全で高品質の「冷凍食品」輸入の確保につなげる




  本学で推進しているカセサート大学およびタイ輸出企業荷主協会（TNSC； 
THAI  NATIONAL  SHIPPERS  COUNCIL）との学術交流の中の「GMP 
に関する共同研究」に参加。 
①専門家（食品製造企業担当者等）から、GMP についてのレクチャーを受ける。 
②カセサート大学で、エビ GAP およびタイ国現地企業従業員向け GMP のレク
チャーを受ける。 
③タイ国での原材料エビの養殖と流通について査察および現地（タイ国内メー 





























 ２．１ 商品について 
  
 
      
現在、日本では「冷凍食品エビギョウザ」












































































      図１ ムキエビ加工のフローダイヤグラム 
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２．２ 原料エビから、最終製品まで  
 （１）ＳＱＥの位置付けの検討           
「冷凍食品エビギョウザ」のＧＭＰは、ＳＱＥ（外注・原料・包材品質 
   要求基準）と工場生産に関してのＨＡＣＣＰ（危害防止製造管理）が課題 
   となると考えている。 
タイ国では、養殖池から水揚げしたものを、１回凍結でムキエビまで仕 





   さらに、原材料ＧＭＰはＧＡＰにまで遡ることで安全性が確かなものとな 













































     写真２ バナメイエビ 












































No. Q 0 Q 1 Q 2 Q 3 Q 4
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 図４ 検疫での違反事例（2008 年 6～10 月） 
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６ｔ・インド、ベトナムの１０パッカー／味の素冷凍食品 2007 年） 
 
先に決定した「エビギョウザ」原材料ムキエビ製造のＣＣＰ（図３） 
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また、トレーサビリティーの観点で GAP まで遡って検証することで精度が向 
 上する。（図２） 
 
３．１ タイ国のエビ GAP 
  （１）Thai-GAP とは 
     タイ国では、エビ養殖に関しては、Thai-GAP(タイ国ＧＡＰ)を制度化 
して国家レベルで取り組んでいる。 
     養殖は「GAP 認証」がベースとなり、それの管理内容を高度化し、付     
    加価値品養殖を目的とした「CoC 認証」の２タイプの養殖プログラムに 
    沿って、実施。 
無投薬はもちろんのこと、養殖環境から、配合飼料の指定から、給餌 
    方法といった事を詳細に定めている。（図８） 



























トレーサビリティ       図８ Ｔｈａｉ ＧＡＰ  ・日常の記録管理の実施 
・エビ生産品のトレーサビリティ （Ｓｈｒｉｍｐ） 






      写真 3  Nakhonprathom Province   
(2008/8/25 PM) 
 現地向けのスキャンピー（オニテナガエビ）の養殖を行うタイ国 GAP 
認証を受けた養殖池を査察した。（写真３） 
 
写真 4  Rachaburi Province      
(2008/8/27 AM) 
 
バナメイのタイ国 GAP 認証養殖池を査察した。（写真４） 












































３．２ エビ加工工場へのＳＱＥ査察の実施               
（１）MinimumＧＭＰの策定 















































































































39 生きてる植物や花は生産区域、生産区域の事務所もしくは生産区域に直接つながる廊下の中に持ち込まない。      
図１０ Ｍinimum GMP 
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    の指導普及を社会人トレーニングコース開設などにより実施している。 
タイ国 GMP については、現地の GMP レベルを確認する意図で実際に社
会人トレーニングコースを受講した。 













    
Ｇ Ｍ Ｐ の不一致点
 






    MinimumGMP（図１０）では、異物混入や微生物汚染を誘発する原因  








査察チェックリストには、MinimumGMP（図１０）を適用した。    
査察は鳥生、七崎、下出、大岡（いずれも東京海洋大学大学院）の４名
で行った。       
査察先工場にて、３９項目毎にチェック項目を定め、ポイント評価を










     Ｍinimum GMP（図１０）にしたがって、タイ国の有力エビパッカー
の査察を実行した。 
     査察者 ：鳥生、七崎、大岡、下出 
     査察日 ：２００８年８月２８日 
査察先 ：Royal Frozen Food（ＲＦ社） 
          華僑系タイ人資本。 
タイ国ＧＭＰやＨＡＣＣＰ、ＩＳＯ９００１（２０００年 
版）認証を持つ、現地での優良工場。 
      事業内容：エビ（バナメイ他）の加工原料から、ムキエビから加熱済  
 20
          み品まで様々な仕様に対応。 
生産能力は高く、８０ｔ／day。 
輸出先は北米やＥＵ。 

































































      （偶発的な事故や従業員の行動などへのリスク管理が出来ていない） 







    ない 
ンも脆弱である懸念 




     
が不明瞭であり、両区間の人とモノ






      ・品質管理は専属の品質管理担当者を置き、監視させることで行う
べきと考える 
     ②工場の場内温度管理が不十分である 































   実務上は機能不全にあるこ 







































  する。 
（２）現地最大手冷凍食品工場査察実施 
０）の３９項目に基づいて実地確 
      ０８年８月２８日 
ood  PCL  
      エビ加工工場。 
２















   ＲF 社同様と
 
査察方法：Ｍinimum GMP（図１
     認 
査察日 ：２０
査察先 ：Charon Porkphand  F
     CP グループの食品製造工場の基幹の



















    ⑥ワーカーが来客に挨拶しない 






   する。 
査察実施 
）の３９項目に基づいて実地 
             査察日 ：２００８年８月２９日 
s Thailand 
         現地資本 Betagro
００１（２０００











            SQE 査察、取組みを実施 
４）トレーサビリティーの実現 
産工場である Ajinomoto Frozen Foods Thailand（ＡＦＴ）を査察して、
ＧＭＰの実践状況を比較した。 
（１）査察の方法 




査察先 ：Ajinomoto Frozen Food

































griculture Plactice）から取り組んでいる。            
ＳＱＥ査察より更に進んだ、ＧＡＰそのものへの関与を購入原材料














































       図１３ 鶏肉での原料から一貫管理 
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